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 ウィルス性肝炎に翁けるウイルスの分離,同定の成功していない現在,その診断にあたっては,・
 既往歴,臨床症状,諸種肝機能検査成績,肝組織像などの点から綜合して行なわれている。ウイ・
 ルス性肝炎に対する特異的血清反応はまだ確立されていないが,非特異的血清反応については多
 く試みられ,特に最近肝炎に関する免疫学的な諸問題が重要視されている。
 1956年HOy七&MorrisOnは,ウイルス性肝炎患者血清に赤毛ザル赤血球凝集反応
 を行ない,陽性率の高いことを報告して以来,多くの学者により検討が加えられ,ウィルス性肝
 炎にむける陽性率が高く,閉塞性黄疸ではほとんど陰性であり,黄疸の鑑別に有用であるといわ.
 れてのるが,その凝集素の本態に関しては,肝炎ウィルス説と,7-globulin説とがあウ,
 まだ確立されていない。
 著者は,赤毛ザル赤血球凝集反応をHoy七&Morri80nの方法に.したがい,既往歴,臨
 床症状,肝機能検査成績,腹腔鏡喚査成績,肝生検像などより診断の確実左る急性肝炎104例,
 慢性肝炎62例,肝硬変37例,閉塞性責疽52例,肝癬(原発性肝癌5例,転移性肝癌14例1
 47劉,らい52例,肝ジストマ症27例,梅毒吐7例,計528例および対照としては,健康
 者とみなされる140例について実施し,さらに,肝炎患者で特に高い凝集価を呈した数例の血清
 を材料として,赤血球凝集反応におよぼす諸条件むよび本態について検討した。
 その成績をみると,1:8以上の陽性を呈するものは対照140例中25例(4Z8%),急・
 性肝炎104例中58例(55、7%),慢性肝炎62例中55例(53.2%),肝硬変57例中'
 19例(51.4%),閉塞性黄疸52例中6例(18、7%),肝癌17例中9例(550%),肝ジ
 ストマ症27例中2例(Z4%),らい52例中12{列(5ス4%),梅毒17例中3例(1Z7.
 %)であった。すなわち肝炎では陽性率が高いが,らい,その他の疾患でも比較的陽性率の高い
 ものもあることは今後の検討を要する。
 また,本反応にむよぼす諸条件をみると,被検血清を24時間以内に分離し,一20℃に凍結
 保存する場合は少左くとも1年け安定であり,血清処理温度が37℃では,30分,5時間,
 19時間と変えても凝集価に差はなぐ,56℃では,5時間,10時間でしだいに低下の傾向を
 示した。血清稀釈液のpHは6.5～8.8の範囲内では差がなく,赤血球殴度は1～2%が適当で
 ある。inCuba七ionの温度と時間に関しては,4℃,20℃,57℃,それぞれ20分,
 60分いずれの場合にも凝集価に差は認めない。
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 さらに,本反応の凝集素は,uユもrac・en丸rifugaUonでは沈降恒数40S以下・8ta-
 rchzone.e■ectrophoresi8ではや、β一910bulinよりの7-globulin分画
 にあり,70℃30分加熱姐理により凝集価の著明な低下を認め,さらに,2-merCap七〇6-
 thanol処理により凝集能力の消失を認めた。
 棄た,Sephad6x〔}一200によるgeユーfiltraむiOnの分画では198と;考えられる
 分画に一致してみとめられ,この分画の硫酸アソモン塩析法によってもγ一globu1⊥nである
 ことが明らかとなり,SplncoE七ypeによる沈降恒数測定でも,主として本凝集素は沈降恒
 数19Sを示した。したがって本凝集素はγ一g!obulinであり,エgMが主たるものである
 と考えられる。
 臨床例での検討では,凝集価と食性肝炎の病期との相関は左く,リウマチ反応(RA,eRP,
 ASLO)とも相関を認めず,肝機能検査では,TTT,ZTTとの正の相関があり,1血清蛋白
 分画のβ一globulin,7-giobulinとも正の相関を認めた。
 特に臨床的意義としては,肝実質性障害のあるものと,閉塞性黄疸を主徴とするものとを比較
 すれば,本反応の陽性率は前者で高く,後者で低ぐ,しかも推計学的に有意の差をみとめた。
 したがって本法は肝実質障害に対して有力な診断補助法の1つと考えられる。
急
殉中
モジ
Z7
 老い
恒結
を
で
 弓
'
コ
司
 一15一
 審査結果の要旨
 著者は,赤毛ザル赤血球凝集反応をHoy七&Morrisonの方法にしたがい,既往歴・臨
 1末症状・肝機能検査成績・腹腔鏡検査成績・肝生検像などより診断の確実なる急性肝炎104例・
 慢性肝炎62例・肝硬変ろ7例・閉塞性黄疸32倖t』・肝癌(原発性肝癌5例・転移性月下癌14例)
 17{列・Iiansen病32伊ii・肝ジストマ壬芝2ア暫唾・括∫謹呈17多rlの言十328f斜,および実寸照と
 して健康者とみなされろ140例について実施し,さらに,肝炎患者で特に高い凝集素価を呈し
 た数例の∫育1活着'ロ材料として,赤血球凝集反応にむよぼす諦条件むよび本態について検討した結果,
 次の成績を得ている。
 すなわち,1:8以上の陽性を呈するものは対照て40例中25例(18%)・'急lll三肝・}1呂餌飼
 中58例(56%)・慢性肝炎6"…1甲35例(53%)'肝硬擾57例中19例(51%)・
 閉塞性黄疸52例中6例(19縣)・肝癌17例中9例(5臼5)・肝ジストマ症27例中2例
 (7%)・Hangen病52例中12例(57%)・梅毒17例中5例(て8%)で,肝炎では
 陽性率が高いが,Hanson病そつ他の疾患でも上ヒ較的陽性痙の高いものもあることを認めた。
 また・本反応に一一・誌ぼす諸条件をみると,被杉踊1清を24時間以内に分離し,一20℃に凍結
 保存する場合は少なくとも1年け安定であり,血清処溌巨温度が3ア℃では,30分・5時間・
 40時間と変えても凝集素価に差はなぐ,56℃では,5時間・10時間でしだいに低下の傾向
 を示した。血清稀釈液のpHは6.5～a8の範囲内では差がなく,赤!血球濃度はて～2嘱が適当
 である。inCubaUonの温度と時間に関しては,4℃・20℃・57℃でそれぞれ20分・
 6D分いずれの場合にも凝集素価に差は認めない。
 さらに・本反応の凝集素は,ultracentnfUga七ionでは沈降恒数40S以下・
 starchzoユeolectroPhoresisではや～β一9ユobu■inよりの7-globu-
 1in分画にあり,70℃50分加熱地理により1凝集素看tliの著明な低下を認め,さらに,2～
 merCap七〇e七hanol処理により凝集能力の消失を認めた。まか,Sephadex臼一200
 によるgel-fil七rationの分画では,19Sと考えられる分画に一致してみとめられ,こ
 の分画の硫酸アンモン塩析法によつてもγ一globullnであることが明らかとなり,SPエn-
 coEtypeによる沈降恒数測定でも,主として本凝集素は沈降恒数1gsを示した。したが
 って,本凝集素はγ一9ユobulinであり,エgMが主たるものであると考えられる。
 臨床例での検討では,凝集素価と急陛肝炎の病期との相関はなく,リウマチ反応(RA・CRP・
 ASLO)とも相関を認めず,肝機能検査では,TTT・ZTTと正の相関があり,血清蛋白分画の
 β一gユobulin,γ一gエobu■inとも正の相関を認めた。特に臨床的意義としては,肝実質
 性障害のあるものと,閉塞性黄疸を主徴とするものとを比較すれば本反応の陽性率は前者で高
 く,後者で低ぐ,しかも推計学的に有意の差を認めた。
 したがって本論文は学位を授与するに値するものと認める。
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